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１ はじめに

鹿児島大学教育学部附属小学校に赴任して３

年目になる。本校は，公開研究会などにおいて

本県教育の指針となる使命を負っている。その

ため，様々な場面で，教科教育のあり方につい

て研究を深めていく必要がある。

本年度は，昨年度に引き続き，５年生を担任

している。昨年度から今年度にかけて行ってき

た国語の実践を，以下にまとめる。

２ 研究の背景

(1) 一昨年の研究より

学校教育目標「夢や目標をもち，共にみが

き高め合う子どもの育成」を掲げ，学校作り

研究がスタートした。国語科における学習指

導要領改訂の経緯・国語科改訂の趣旨・要点

を踏まえた上で，「自ら考え，伝え合う言語

活動の充実」を重点に実践を行った。その中

で，言語活動についての指導事項の発達の段

階を考慮した系統についての方向性を見いだ

し，本校でとらえる言語活動を設定すること

ができた。

(2) 昨年の研究より

確かな学力・豊かな心・健やかな体を調和

的にはぐくむために，国語科でめざす子ども

像を，「自分の思いをもち，伝え合うよさを

実感する子ども」とした。一昨年度の「言語

活動の充実」を土台に，

の３つの観点から，国語科年間指導計画の作

成を行った。

(3) これまでの研究の成果と課題

昨年度までの研究によって，以下の成果と

課題を得た。

ア 成果

○ ことばの豊かさにふれさせる言語活動

や授業外の取組をカリキュラムに位置付

けたことで，より主体的にことばにかか

わりながら認識を深めていく子どもの姿

が見られた。

イ 課題

① 三つの視点を実際の学習指導において

ことばに対する見方・考え方が高まるよさを実感させる国語科
学習指導
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①「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読

むこと」の各領域の関連を図った言語活動

の設定

② 共通体験活動の重視（他教科等・学校行

事等との関連）

③ 相手意識・目的意識の重視
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は，まだ十分具現化できていない。

② 子どもの学習に対する興味・関心や子

どもの言語生活との関連を踏まえた学習

を展開してきた。しかし，他教科等や総

合的な学習の時間，学校生活等におい

て，国語科で習得した知識，技能が十分

発揮されているとは言えない。

３ 研究のテーマ

これまでの研究の経緯や成果と課題などか

ら，学習指導においてめざす子ども像を達成す

るために，子どもたち同士の伝え合いを重視し

ながら，以下の研究テーマを設定した。

４ 研究のテーマについて

「ことばに対する見方，考え方」を，以下の

ようにとらえた。

これらの「ことばに対する見方，考え方」が

高まるよさを実感させることができるような学

習指導をめざし，学習指導内容の見直しや，学

習指導方法の工夫に取り組んだ。また，本校の

研究の全体テーマである「学びの総合化」につ

いても，課題②を踏まえ，各教科等の言語活動

の中核をなす国語科学習指導となるように，他

教科等・学校行事等との関連を図りながら実践

を行うことにした。

５ 研究の実際

ことばに対する見方，考え方のよさを実感さ

せるための学習指導内容，学習指導方法を以下

のようにとらえた。

(1) 学習指導内容の要件

身に付けさせたい言語能力がよりよく育成

されるように，学習内容を見直していく必要

がある。そこで，次のような要件を備えてい

るかという視点で学習内容を見直した。

また，見直した学習内容を生かすことがで

きる言語活動を設定することも重要である。

そこで，言語活動の設定に関して，以下の点

に留意することにした。

ことばに対する見方，考え方が高まるよさを

実感させる国語科学習指導

表現された対象や内容を，どのよう

な立場や視点から考えていけばよいか

を判断する，ことばに対する直感的な

見方

ことばの意味やはたらきを比較した

り，文脈の前後関係，段落相互の関係

を分析・抽出・抽象化したりして，対

象や内容を論理的に追究していく考え

方

見

方

考

え

方

① これまでの学習経験や生活経験と関連が

あり，これまで身に付けた知識，技能，こ

とばに対する見方，考え方を活用し，解決

していこうと思える内容

② 集団での学びのよさを実感できる内容

（伝え合う力を高める内容，多様な表現の

よさに接することができる内容）

③ 多様な言語活動を通して体験的に学び取

ることが期待できる内容

④ 日常生活に必要とされる対話，記録，報

告，要約，説明，感想などの言語活動を行

う能力を確実に身に付けることができる内

容

⑤ 学習を通して獲得した言語活動を行う能

力を認識し，学習してよかったという有能

感や日常生活にも生かせそうだという効力

感を明確にもてる内容

○ 課題の設定から解決に至るプロセスを含

んでいる。

○ 活動の目的・相手・場面などが明確であ

る。

○ 他教科等との関連を意識し，学びの総合

化を図った総合的・横断的な学習指導を展
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(2) 学習指導方法

ことばに対する見方，考え方のよさを実感

させるための学習指導内容をよりよく学び取

らせるために，「学習活動，学習過程，学習

形態，場の設定，教師の働きかけ，評価方

法」を具体化していく必要がある。その際，

次の点に留意した。

また，単元や一単位時間の学習過程で，次の

ように学習指導方法を構想した。

課
程 主な学習活動

学習形態

・場

教師の

働きかけ
評価方法

つ
か
む

１ 話題となる対

象と出合う。
個・全体 資料の提示

自己評価

記述

み
と
お
す

２ 自分の思いを

もつ。
個・全体 モデルの提示

自己評価

記述

し
ら
べ
る

３ 自他の内容や

表現のよさが分

かる。

個・グル

ープ

書く活動の位

置付け

自己評価

作品

○ 書く活動を位置付けることによって，自

分のことばを再考し，その正誤・適否を判

断したり，付加，削除，修正を行ったりす

ることができる。

○ 書く活動で書いた自分のことばを伝え合

う活動に位置付けることによって，身に付

けるべき言語活動を行う能力を子ども自身

が意識することができる。

○ 書く活動で書いた自分のことばを伝え合

うことによって，自分のことばに対する見

方，考え方に自信をもつことができる。

○ 書く活動で書いた自分のことばを伝え合

う活動を通して，「相手に分かってもらえ

た。」，「認められた。」という気持ちをもつ

ことができる。

開できる。

○ 当該学年の指導事項を効果的に指導でき

る。

ふ
か
め
る

４ よりよい表現

のための考え方

を身に付ける。

個・グル

ープ・全

体

伝え合う活動

板書

自己評価

相互評価

作品

ふ
り
か
え
る

５ 伝え合うよさ

を実感する。
個・全体

伝え合う前後

の各自のこと

ばの比較

自己評価

作品

い
か
す

６ 日常生活への

活用
個・全体 自己評価

自己評価

作品
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(3) 研究の実践

ア 実践の立場 

(ア) 実践の基本的な立場 

        本実践では，「自分の思いをもち，伝え合うよさを実感する子ども」を育成するために創造

した「ことばに対する見方，考え方のよさを実感させる国語科学習指導」が妥当であるかを，

次の視点で検証していく。 

Ａ 前述の五つの要件に基づいた学習内容の設定 

Ｂ 学習内容をよりよく学び取らせるために言語活動を充実させた指導方法 

    (イ) 実践の評価とその方法 

       実践の検証の仕方としては，子どもたちの授業中の発言，ノート，自己評価，相互評価，完

成した作品等を分析することで見取っていく。 

イ 実践１ 

(ア) 単 元 第５学年単元「物語を作ろう」 

    (イ) 目 標 
      Ａ 写真から連想した言葉を用いて物語を作ろうという意欲をもって取り組むことができる。 
      Ｂ 書いた物語を交流し，表現の仕方に着目して助言することができる。 
      Ｃ 想像した物語の構成を考え，表現を工夫しながら書くことができる。 
     (ウ) 指導計画（全 6 時間） 
過程 学習課題・学習内容の構造・主な学習活動 教師の働きかけ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 1 枚の写真を基に想像をふくらませ，試しの物語を書く。(要件１) 
  
 
 
２ １枚の写真を基に物語の大まかな「筋」を考え，それに合う

表現方法を考える。（要件 2）  
 
 
 
 
 
 
 
３ 表現方法を工夫しながら物語を作り，友達と伝え合う。(要件３) 
 
 
 
４ 複数の写真の中から自分が物語を書きたい写真を選び，物語

の「筋」とそれに合う表現方法を考える。(要件４) 
 
 
 
 
５ 物語を作成し，読む人にとって分かりやすい物語になってい

るか助言し合う。(要件４) 
 
 
 
６ 作成した物語の交流会を開く。(要件５) 

 

   

写真をもとに書いた物語を交流し，単元の目標を設定しよう。

どのような表現の工夫をして物語を書けばよいのだろうか。

表現の方法を工夫しながら物語を作り，友達と伝え合おう。

自分が考えた物語の筋に，どのような表現の工夫をすれ

ばよいのだろうか。 

自分が書いた物語は，分かりやすく書けているだろうか。 

完成した物語の交流会を開こう。 

 思いをもたせるために，理科の天降川見学の写真を

準備する。また，試しに作った物語を交流させ，書き

方のよいところを見つけさせる。 

 大まかな「筋」を考えさせるために，友達が考えて

いる「筋」と比較させ，どのように書けばおもしろく

なるか確認させる。その際，場面にあった表現の工夫

を考えさせる。             〈表現の工夫の視点〉 
①書き出し ②登場人物 ③あらすじ ④会話文 ⑤終

わり方 ⑥方言 ⑦起承転結 ⑧出来事・事件 など 

 自分の作品が分かりやすくなっているか確認させる

ために，相互評価を行わせる。その際，表現の仕方に

着目させて，助言をさせたり受け入れたりさせること

で，よりよい作品にさせる。 

 物語をおもしろくするにはどのように書けばよいの

かに気付かせるために，友達と書いた物語を読み合わ

せ，おもしろいと感じた理由を伝え合わせる。 

 学んだ言語活動を，他教科等や日常生活に活かすた

めに，これからどのような場面でこの学習が役に立つ

か話し合わせる。               

 物語を書きたいという思いを高めるために，他教科等 
で学習している様子の写真を示し，児童に選択させて書 
かせる。また，思いを共有して書かせるために，同じ写 
真を選んだ児童同士をグルーピングし，「筋」や「表現」

について助言し合わせる。 

つ
か
む
・
み
と
お
す
②

し
ら
べ
る
①

ふ
か
め
る
①

ふ
り
か
え
る
①

い
か
す
①
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   (エ) 実際（１／６） 
Ａ 目 標 

写真を基に表現を工夫して書いた物語を伝えたいという思いをもち，単元の目標を設定す

ることができる。 
Ｂ 本時の展開に当たって 

物語を書きたいという思いをもたせるために，理科の天降川見学の写真を基に書いた教師

のモデルを示す。また，表現を工夫して書くことのおもしろさに気付かせるために，友達と

物語を読み合い，どのような工夫を行うとおもしろくなるかを考えさせる。 
過

程 
形

態 
場 主な学習活動 

教師の具体的な働きかけ 
（□内･･･教師の言葉かけ）

子どもの意識 

つ
か
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
と
お
す 

 

し
ら
べ
る 

 
 

 
  

 
 
 

ふ
か
め
る 

 
  

 
 

 

ふ
り
か
え
る 

  

い
か
す 

全
体 

 
 

 

全
体 

 
 

 
 

全
体 

 
 

 

グ
ル
ー
プ 
全
体 

 
 

 
 

グ
ル
ー
プ 

 
 

 
 
 

 

全
体 

 
 

 
 

個 

○ 理科の天降川

見学の様子を想

起させるために,
その写真を数枚

用意し提示する。 
 
○ 物語を書きた

いという思いを

もたせるために，

物語のモデルを

提示する。 
 
○ 主体的に学習

を進めるために,
学習の流れを書

いたボードを提

示する。 
 
○ 教師のモデル

に足りないもの

を考えさせる。 
 
○ 子どもたちか

ら出された意見

を板書し，個別に

書かせる際の参

考にさせる。 
 
○ 机間指導を行

い，よく書けてい

る子どもを把握

して賞賛したり,
書き出せないで

いる子どもと書

き出しの一文を

考えたりする。 
 
○ 単元の目標を

話し合わせ，出さ

れた意見をまと

めて黒板に板書

する。 
 
○ ポートフォリ

オ的な学習振り

返りカードを用

意し , 記入させ

る。 

１ 他教科等の学習を生かした本時の学習

課題の設定 
(1) 天降川の写真を見て思ったことや考

えたことを発表する。 
(2) 物語のモデルを読み，思ったことを発

表する。 
(3) 写真やモデルを基に，本時の課題を設

定する。 
 
 

 
 
２ 学習課題解決のための流れの確認 
 
 
 
 
 
３ 写真を基にした試しの物語の創作 
 (1) 物語をおもしろくする方法を考える。

・  事件を起こす 
・  書き出しの工夫  
・  五感を使った表現 
・  人物の性格 

 (2) 写真を基に，共通の物語を書く。 
 
４ 互いの作品について思ったことの交流 
 (1) グループで読み合い，おもしろい表現

に線を引かせる。 
(2) 友達の物語のおもしろいところとそ

の理由を伝え合う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 単元の目標設定 
 目的・・・写真を基に物語を作る 
相手・・・学級の友達 

 
 
 
６ 自己評価による振り返り 
・ 学習の楽しさの点数化とその点数をつ

けた理由の記述 
・ 学習の感想 

○ 共通体験を事例とするために，理科の学習

の写真を提示する。 

 

 

 

 

 

○ 「物語を作りたい」という思いをもたせる

ために，教師が作成した物語のモデルを提示

し，本時の学習課題を設定する。  

 

 

 

○ 見通しをもって主体的に学習させるため

に，学習の進め方を確認させ，黒板に掲示す

る。 

 

○ 表現を工夫して書かせる視点をもたせるた

めに，教師のモデルを参考に，おもしろい物

語を書く方法を考えさせる。 

 

○ 本時の学習内容を的確に確認して書かせる

ために，写真に基づいて書くことを確認した

り，字数等を設定したりして書かせる。 

 

○ 物語を交流することの楽しさを感じさせる

ために,書いた物語を交流させる。 

 

 

 

 

 

○ 単元の目標を設定させるために，物語を作

った感想を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

○ 学習したことを振り返らせるために，楽し

さを数値化させ，その理由と今日の学習の感

想を記述式で書かせる。 

 

 

 
 

 

写真をもとに物語を作って伝え合い，

単元の目標を設定しよう。

○  物語をおもしろくする方法を考える。

○ 物語を書いて，伝え合う。 
○ 単元の目標を設定する。 

 １枚の写真から表現を工夫した物語

を作り，学級の友達と伝え合おう。 

 この写真の天降川見学では，どのようなこ

とがあったかな。

 写真を見ると，すごい勢いで水が流れている

ようだね。水の音や色はどんな様子だったかな。

 先生が作った物語は，何が足りないのかみん

なで考えていこうか。 

 友達の表現の工夫を見つけてみよう。「こう

したらもっとおもしろくなるよ。」というアドバ

イスができるといいね。 

 「表現方法を工夫した物語を書く」と，おも

しろい物語になるんだね。これは，今回の学習

の目的だね。物語は，だれに伝えたいかな。こ

れらをまとめて，自分の学習の目標を設定して

ごらん。 

 今日の学習の楽しさを，4 点満点で記入して，

その点数にした理由を書きましょう。その後，

今日の学習で新たに分かったことや，これから

取り組んでみたいことを書きましょう。 

川の流れが速くて，理科

の先生から「絶対に落ちな

いように気を付けて。」と

言われたよ。「落ちたらど

うする。」なんて，冗談も

言ったね。 

水は，サラサラというよ

りも，ゴーとすごい音を立

てて流れていたぞ。色は，

灰色だった。 

先生の物語は起承転結

がないなあ。事件を起こせ

ば，もっとおもしろい物語

が作れそうだ。 

書き出しは，会話にしよ

うかな。あのとき，「クマ

が出そうだね。」って友達

と話していたよ。そして，

本当にクマにおそわれる

物語にしたら，ぞくぞくし

た物語ができそう。 

点数は 4 点。同じ体験を

した友達と交流したおか

げで，五感を使った表現の

仕方が分かったから。次の

時間は，書き出しにこだわ

って書いてみたい。 

 わたしも書き出しを工

夫したり，比喩を使ったり

して物語を作ってみたい

な。できた物語は，同じ学

級の友達に読んでもらい

たいな。 

 山の岩が転がってくる

のね。主人公が，川岸の甌

穴に引っかかって転ぶよ

うにしたら，もっとスリル

があるかも。 
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(ｵ) 考察

本単元では，「物語を創作する」という

言語活動を行った。その際，他教科等の学

習の写真を基に物語を創作させたことで，

もっと知りたかったことを物語にしたり，

実際に活動したことを想起して表現の工夫

に生かしたりすることができた。また，共

通体験のため，交流の際に共感的に物語を

理解し，積極的にアドバイスすることがで

きた。

左記は，試しの物語と，友達との交流後

に作った物語である。交流での友達からの

アドバイスや，認められて自信をもったこ

とで，考えを深めてことばを選び直し，物

語に生かす姿が見られた。

単元の終末では，「表現を工夫してもっ

と書きたい。」「伝え合って物語を作るの

は，作品がよくなり，楽しかった。」な

ど，伝え合うよさを実感した発言が多く見

られた。さらに，総合的な学習の時間の発

表原稿を作る際や，日頃の日記などに表現

の工夫をする児童が多くなるなど，他教科

等や日常生活でも生かすことができた。

これらのことを通して，ことばに対する

見方，考え方が相互に作用して高まってき

た。よって，学習指導を充実させること

は，子どもたちにことばに対する見方，考

え方が高まるよさを実感させる学習指導に

有効であったと考える。

【伝え合って学習している様子】

「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」
の
で
学
習
し
た
よ
う

に
、
人
柄
を
設
定
し
て
書
い
て
い
る
か
ら
親
し
み
を

も
て
そ
う
だ
。 

「
ど
ん
ど
ん
進
ん
だ
」
を
「
勇
気
を
出
し
て
進
ん
だ
」

に
変
え
る
こ
と
で
、
暗
く
て
こ
わ
い
様
子
が
伝
わ
っ

て
く
る
な
。 

見
学
の
説
き
に
聞
こ
え
た
「
ポ
ト
ン
」
と
い
う
音

が
加
わ
り
、
落
ち
て
い
く
様
子
が
分
か
り
や
す
く
な

っ
た
ぞ
。 

「
起
承
転
結
」
を
意
識
し
て
一
行
空
け
た
か
ら
、
場

面
が
変
わ
る
と
分
か
っ
た
よ
。 
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ウ 研究の実践２

(ｱ) 本実践では，以下の学習指導案を作成し， 研究授業を行った。

第５学年 国語科学習指導案 

は組 男子 19名 女子 20名 計 39名  
指 導 者  中 野  晶 仁  

１ 単  元  筆者の考えをとらえ，自分の考えを発表しよう   
（教材「見立てる」「生き物は円柱形」光村 5年） 

２ 単元について 

 (1) 単元の位置とねらい 

    この期の子どもたちは，これまでに第 4学年「段落のつながりに気をつけて読もう」の学習で，接

続語や文末などを押さえて段落の要点を抜き出したり，まとまりごとに小見出しをつけたりしながら段

落相互のつながりを考えて文章を読む能力を身に付けてきている。また，「材料の選び方を考えよう」

の学習で，中心となる語や文から相互の関係を考えながら文章を正しく読もうとする態度を身に付けて

きている。さらに，説明的文章に対して，筆者がどのようなことを読者に伝えたいのかを読み取り，そ

れに対する自分の考えを表現したいという願いをもっている。 
    そこで，本単元では，目的に応じて因果関係から文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえる能

力や，自分の考えを分かりやすく伝えようとする態度を身に付けさせたいと考え，単元「筆者の考えを

とらえ，自分の考えを発表しよう」（教材「見立てる」「生き物は円柱形」）を設定した。 
    この学習は，筆者の意図を考えながら読んだり，筆者の主張を受けて自分の考えを明確にするために

読もうとしたりする「文章と対話しながら読み，自分の考えをもとう」の学習へと発展するものである。 
 (2) 指導の基本的な立場 

    教材「見立てる」は，見立てるという行為が想像力に支えられており，その想像力は自然や生活と深

く関わっているということを述べている説明文である。また，教材「生き物は円柱形」は，生き物が円

柱形をしているという共通点から,その原因や円柱であることの利点などを述べており，因果関係や文

末表現から筆者の主張がとらえやすい説明文である。「あや取り」や「生き物」などの身近なものが例

としてあげられている両教材は，「はじめ」と「おわり」に述べられている筆者の主張に対する自分の

考えをもちやすく，この期の子どもたちに適している。さらに，両教材とも，文章構成や指示語・繰り

返し使われる言葉などから要旨をとらえるのに適した教材である。 
そこで本単元では，文章の構成をつかみ，筆者が何を伝えたいのか読み取ったことを基に，自分の考

えを発表することを目的とする。その際，まとめの部分だけに着目することのないように，事実と感想，

異見を押さえながら要旨をとらえさせることで，筆者の考えに対する自分の考えをまとめさせていくこ

とが大切であると考える。 
  具体的にはまず，理科の学習で共通体験して育てているエンドウやメダカの写真などから生き物の

形に着目させた上で「生き物は円柱形」を読ませ，どうして円柱形がふさわしいのかという疑問をも

たせ，単元への興味・関心を高める。そして，教材文を通読し，大まかに内容をとらえさせて上で「は

じめて知ったこと」や「もっと知りたいこと」などを自由に話し合わせることにより，子どもたちに生

き物について他の人にも知らせたいという思いをもたせ，単元の目標を設定させる。 
    次に，教材「見立てる」について，それぞれの段落の要点をつかんで，意味段落の内容をまとめさせ，

全体の要旨をとらえさせる。その後，教材文「生き物は円柱形」についても同様に行わせる。その際，

要点をとらえやすくするために，新聞形式にまとめさせる。そして，それぞれのまとまりで読み取った

要点を基に，要旨をリード文としてまとめさせたり，コラム欄に自分の考えを書かせたりする。 
さらに終末では，作成した新聞を基に自分の考えを紹介し合う活動を通して，自分との共通点や相

違点に気付かせることで，学習の有用感や成就感を感じさせたり，本単元の学習が今後教科内や他教

科等でどのように生かすことができるかを話し合ったりする活動を行わせる。 

    このような学習を通して得られる能力や態度は，事実と意見との関係を押さえて自分の考えを明確に

しながら読み，文章全体の構成を考えながら表現しようする態度へと結び付いていくものである。 
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 (3) 子どもの実態 

    本学級の子どもたちが，本単元の学習や教材に対してどのような興味・関心をもっているかについて

調査した結果は，次のとおりである。（数字は人数を表す。） 
①「生き物は円柱形」の初発の感想 ③要旨の把握 
・生き物は円柱形であるということに驚いた（26） 
・チョウや木の葉も円柱形とはじめて知った。(5) 
・何でも円柱形ではないと思う。(4) 
・生き物の他の共通点も知りたい。(3) 
・筆者の考えはおもしろい。(1) 

・生き物はみな円柱形であるということ(20) 
・生き物は多様であること(9)  
・動物には共通点が多いこと(5) 
・生き物はおもしろいということ(３) 
・生き物をおそれ、うやまい、感謝すること（2） 

②意味段落ごとの要点の把握(十分：◎－○－▲：不十分) ④本教材の他教科等との関連 
はじめ ◎ (2)   ○(24)    ▲（13） ・理科(24) ・算数(12) ・道徳(2) ・総合(1) 
中１ ◎ (0)   ○(12)    ▲(27) ⑤やりたいまとめ方（複数回答） 
中２ ◎ (2)   ○(28)    ▲(9) 
おわり ◎ (7)   ○(26)    ▲(6) 

・新聞(19)  ・本の帯（9）  ・紙芝居(9) 
・報告書(6)  ・ポスター(5)    ・絵本(5)  

⑥難語句 
・多様（11） ・翅脈（10） ・独自性（8） ・円柱形（6） ・うやまう（5） ・葉脈（4） ・角柱（4） 

 多くの子どもたちが，教材文の生き物が円柱形であるということに関心をもっている。しかし，現段

階では，筆者の主張の例としてあげられている「円柱形」という形についての感想が多く，筆者の主張

に対する感想を述べている子どもは少ない。（①）これは，要旨をとらえたり，それに対する考えをも

ったりする学習の経験が少ないためであると考える。意味段落の要点の把握については，十分把握でき

ている児童は少ない。（②）これは本教材を一読しただけでは十分に内容を把握できなかったためであ

ると考える。また，要旨としてあげられているものは，筆者が伝えたいことを述べるための例として挙

げている「円柱形」をそのままとらえている子どもが多い。（③）意味段落の内容の要点の把握がしっ

かりできておらず，そのため要旨についても漠然としており，筆者からの投げかけに気付かなかったこ

とや，因果関係などをまだ理解できていないためであると考える。 

また，本教材は理科や算数の学習と関連があると感じている児童が多い。（④）このことは「生き物」

や「円柱形」という言葉から連想されたものであると考える。また，「生き物」の方が人数が多いのは，

「円柱形」がまだ未履修であるためであり，子どもたちの経験と結びつかなかったためであると考える。

まとめ方については「新聞作り」を挙げている子どもが多い。（⑤）これは，これまでの学習から，新

聞作りを行うことが本の帯やポスターなどと比較して，説明的文章を読んでまとめる際に，文章構造を

とらえたり要点を把握したりすることに便利であることに気付いている子どもが多いためであると考

える。難語句には，生き物などに関する専門的な用語が挙げられている。（⑥） 

(4) 指導上の留意点  

    以上のことから，指導に当たっては，子どもたちがそれぞれ要旨をとらえ，自分の考えを深めたり広

げたりすることができるように，学習内容の設定や指導方法を次のように工夫することが大切であると

考える。 

   ア 生き物が円柱形であるという筆者の主張の例に目を向けさせて読み取らせたり，単元の目標を設定

させたりするために，導入の段階で円柱形をしている生き物の写真を示し，なぜそのような形をし

ているのかという疑問をもたせたり，教師が作成した新聞のモデルを提示して見せたりする。  

   イ 筆者の主張に対する自分の考えを広げたり深めたりさせるために，作成した新聞を基に自分の考え

を交流させる際に，どうしてそのような考えをもったのかという理由や，相手の考えに対する感想を

述べさせたり，自他の考えを比較させたりする。 

   ウ 学習の有用感や成就感を味わわせ，学びの総合化を図るために，本単元の学習が今後他教科等や

日常生活のどのような場面で生かされるか話し合わせ，この学習で身に付いたことを振り返らせる。 
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３ 目  標 

(1) 自然界の生き物の特徴に関心をもち，筆者が読者に投げかける主張を明らかにしようとしながら読も

うとすることができる。 
(2)  生き物の形が円柱形になる理由を考えながら，内容のまとまりをとらえることができる。 
(3)ア 筆者の考えを受けて，自分の考えを書くことができる。 

イ 文章構成を把握し，的確に読み取った内容から要旨をとらえることができる。 
４ 指導計画（全７時間）  

過程 思いを連続・発展 
させる心の高まり 学習課題・学習内容の構造・主な学習活動 教師の具体的な働きかけ 

 

 
 
 

  要旨は、最初と最後の段落に

多くかいてあるのだな。 

 
 
 
 

説明文の書かれ方が分かって

きたぞ。 

 
 

「円柱形」も，生き物の多様

性の例の一つなんだな。 

 
くり返し使われている言葉に

は，筆者の主張が述べられていそ

うだな。 

 
 

今までの要点を新

聞にまとめてきたか

ら，要旨がまとめや

すいぞ。 
 
 

日頃から，相手が何を伝えよう

としているのか考えて文章を読

むようにしていきたいな。  

理科で育てている植物も，茎

の部分を思い出すと円柱形を

しているよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 教材への興味・関心を高めさせるために，写

真で見せた生き物の形に注目させることで教材

文に対する想像を広げさせ，教材文を通読した

上で，共感・納得できることや疑問点などを自

由に話し合わせる。（理科との関連） 

○ 新聞にまとめることの分かりやすさやについ

て考えさせるために，新聞のモデルを提示し，読

み取った内容や筆者の主張を新聞に表すことを

提案する。 

○ 要旨のとらえ方をつかませるために,「見立て

る」の文章構成をとらえさせ，各意味段落の要点

をまとめさせる。 

○ 段落どうしのつながりに気を付けて意味段落

まとまりをとらえさせるために，生き物が円柱形

である因果関係をとらえさせたり，文末表現や接

続語などに着目させたりし，根拠を明らかにして

内容を的確に押さえさせる。 

○ 要旨をまとめさせるために，各意味段落におけ

るキーワードやキーセンテンスを話し合わせて

明確にし，それを「生き物は円柱形新聞」に意味

段落ごとにまとめさせる。 

○ 本文の「はじめ」と「おわり」の叙述に十分着

目させ，これまでまとめてきた意味段落の要点も

ふまえさせながら，多様な生き物の共通性のおも

しろさや，生き物に対して敬う気持ちを抱いたり

することが大切であることをとらえさせる。 

○ 形式的な要旨の理解にとどまらず，自分の言葉

で要旨をまとめさせるために，要旨を新聞のリー

ドとしてまとめさせる。 

○ 筆者の主張に対する自分の考えを広げたり深

めたりさせるために,友達の考えと交流させ，比

較や関係付を基に話し合わせ，新聞のコラム欄に

まとめさせる。 

○ 学習してきたことを基に，筆者の考えについて

自分の考えをまとめることができたかを振り返

らせるために，学習の楽しさを数値化させ，その

理由や考えたことを書かせる。（自己評価） 

○ 本単元の学習を今後に生かすために，どのよ

うな場面で役立てることができそうか話し合わ

せる。（他教科等，日常生活との関連） 

１ 内容への興味の喚起と学習目標の設定 

「『生き物は円柱形』を読んだ感想を友達と伝え合おう。」

  ・初発の感想  ・単元の目標設定   

２ 「見立てる」の読み取り 

「『見立てる』で筆者は，どのようなことを伝えたかった

のだろう。」 
・説明文の構造 ・意味段落の要点  
・要旨のとらえ方 ・自分の考え 

３～６「生き物は円柱形」の読み取り 

３「『生き物は円柱形』の文章構成をとらえ，学

習計画を立てよう。」 
 ・説明文の構造  ・各意味段落の役割  
４「生き物にとって円柱形は，どのような利点

があるのだろう。」 
 ・「中１」・「中 2」の要点 
５「『はじめ』と『おわり』の部分には，どのよ

うなことが書かれているのだろう。」 
 ・「はじめ」・「おわり」の要点 
６「『生き物は円柱形』で，筆者はどのようなこ

とを伝えたかったのだろう。」 
・要旨の把握 
・筆者の主張に対する自分の考え 
 

「生き物は円柱形新聞」を作り，考えたことを学級の友達

と伝え合おう。 

「
生
き
物
は
円
柱
形
」
新
聞
の
作
成 

要点を記事としてまとめ，リード文に要旨を書いた新聞

を基にすると，筆者の考えがとらえやすくなり，自分の考

えをもつことができた。 

し
ら
べ
る
①

つ
か
む
・
み
と
お
す
① 

ふ
り
か
え
る
・
い
か
す
① 
ふ
か
め
る
④

７ 学習のふり返り・評価 
 「自分の考えを広げたり深めたりするにはど

うすればよいのだろう。」(本時) 
 ・自分の考えの交流  
・今後に生かせること 
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５ 本  時（７/７） 

 (1) 目 標 

筆者の考えについての自分の考えを伝え合うことを通して，自分の考えを広げたり深めたりすること

ができる。 
 (2) 本時の展開に当たって 

    自分の考えを広げたり深めたりさせるために，自分と友達の考えを比較させることで気付いた共通

点や相違点を話し合わせる。 
 (3) 実 際 

過程 主 な 学 習 活 動  時間 教師の具体的な働きかけ 

 
 １ 本時の学習課題を設定する。 

(1) 生き物は円柱形新聞のリード文から考えたことの

モデルを基に話し合う。 
(2) 自分の考えを伝え合うことに，課題意識をもつ。

 
２ 学習の進め方を確かめる。 
 
 
 
３ 「生き物は円柱形」の要旨を基に考えたことを伝え

合う。 
 (1) 自分の考えを広げたり深めたりする方法を考え

る。 
 
 

(2) 考えを伝え合い，新たに考えが広がったり深まっ

たりしたことを書き加える。 
  
 

 
 
 
 
 
 
４ 学習のまとめを行う。 
 
 
５ 自己評価を行う。 
 (1) 本単元の学習をどのように役立てることができる

か話し合う。 
 
 

 
(2) 自己評価を行う。 

(分) 
 
 
 
５ 
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１０

○ 課題意識をもたせるために，「自分の考え」のモ

デルを示し，児童個人の考えと比較させたり関係付

けたりさせる。 

○ 考えを広げたり深めたりすることのイメージを

もたせるために，モデルと比較した際に出された意

見を，「広がった考え」「深まった考え」に分類して

板書し，学習課題を設定する。 

○ 見通しをもって主体的に学習させるために，学習

の進め方を確認する。 

○ 考えを広げたり深めたりすることのできる伝え

合いの方法を探らせるために，教師と児童とで伝え

合いの例を示し，考えを伝えた後に相手に質問をし

たり感想を言ったりする活動を加えることを確認

する。 

○個 なかなか伝え合いがうまくできない子どもたち

には，担任が一緒に相手の考えの感想を考えたり，

共通点や相違点がなかったか聞いたりする。 

○ 考えの広がりや深まりを実感させながら伝え合

いを行わせるために，友達と伝え合った直後に新聞

に書き加えさせ，次の相手には書き加えたことも合

わせて伝えるようにさせる。 

○ 他教科等や日常生活との関連を図らせるため

に，伝え合いの中で生き物や自分の生活などにつ

いての考えを発表している児童を称賛し，価値付

ける。 

○ 学習をふり返らせるために，本時の学習でどのよ

うな伝え合いをしたらより考えが広がったり深ま

ったりしたかを考えさせる。 

○ 学習を今後に生かす意欲を高めるために，自分

の考えの伝え合いをしている中で出てきた他教科

等との関連や，新聞作りを通して身に付いてきた

要旨のとらえ方などを想起させる。 

○ 学習したことを振り返らせるために，楽しさを数

値化させ，その理由と今日の学習の感想を記述式で

書かせる。 

 

友達と伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりしよう。 

○  自分の考えを伝え合う。 
○ 伝え合って考えたことを書き加える。 
○ 広がったり深まったりした考えを発表する。

 自分と他者の考えと比べたり，関係のあることを見

つけたりするとよい。 
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 友達の考えと自分の考えを比べると，考え

が広がると思う。 

 総合的な学習の時間で，友達の発表原稿の

要旨をとらえて，お互いの考えを伝え合いた

いな。 

同じ考えだけれど，理由がちがうなあ。「人間だ

けではさびしい」なんて，考えたことなかったなあ。

理科で育てているエンドウも大切にしたいなあ。

多様な生き物のおかげでくらしがにぎやかに

なるという考えに賛成です。人間だけではさびし

いからです。だから生き物を大切にしたいです。
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(ｲ) 考察

本単元では，他教科等との関連を図るた

めに，導入の段階で「円柱形をしている動

物」を扱い，算数や理科との関連を図っ

た。形に着目させたことで，円柱形のよさ

について追究していこうとする意欲が高

まった。そのため，要旨をとらえる際に，

教材文に書かれている「円柱形は強い」

「円柱形は速い」といったキーワードを捉

えさせたり，生き物の形の多様さに着目さ

せたりすることができた。

また，言語活動として，新聞形式に学習

したことをまとめていくことにした。この

ことで，説明文の構造を捉えやすくなった

り，友達の作品との交流がスムーズになっ

たりする効果があった。新聞には，コラム

欄を設け，筆者の考えに対する自分の考え

を書かせた。単元の終末にコラム欄を基に

交流させることで，児童の考えを広げたり

深めたりすることができた。

学習の最後に，再度他教科等との関連を

図り，「この学習を今後どのような場面で

生かすことができるか。」を考えさせたと

ころ，「生き物についてさらに深く知りた

くなった。調べたことを，また新聞形式で

分かりやすくまとめてみたい。」，「本を読

むときに，筆者がどのようなことを伝えよ

うとしているのか意識するために，段落の

関係を考えて読むようにしたい。」「様々な

場面で，友達と比べながら伝え合い，自分

の考えを広げたり深めたりしていきた

い。」など，学習したことを具体的な場面

で生かそうとする姿が見られた。

これらのことを通して，児童が意欲的に

自分の考えをことばで話したり，書いたり

することができ，友達との交流で共感した

り，考えを広げたり深めたりすることの楽

しさを味わう姿が見られた。よって，本実

践は，子どもたちの「ことばに対する見方

・考え方が高まるよさを実感させる国語科

学習指導」として，有効であったと考え

る。

６ 研究の成果と課題

本研究を通して，次の成果と課題があった。

(1) 研究の成果

○ 国語科カリキュラム創造の視点を生か

し，ことばに対する見方，考え方が高まる

よさを実感させる国語科学習指導の基本的

な考え方を明らかにし，学習内容を設定

し，指導方法を具現化することができた。

○ ことばに対する見方，考え方が高まるよ

さを実感させる言語活動を充実させること

で，より主体的にことばにかかわりなが

ら，見方，考え方を高めていく子どもの姿

が見られた。

(2) 研究の課題

○ 本年度の研究をさらに実践的に進める中

で,他教科等･日常生活との関連をさらに明

らかにし，学習内容や指導方法をより具体

化していく必要がある。

○ 明らかになった学習指導について，実践

を通して妥当性を検証し，よりよい学習指

導に改善していく必要がある。

○ 学習に対する達成感や成就感をもたせた

り，児童の思考の過程を見取ったりするこ

とができる評価のあり方について，さらに

研究を深める必要がある。

７ おわりに

本研究では，国語科学習を通して，「ことば

に対する見方，考え方が高まるよさを実感させ

る国語科学習指導」をめざして取り組んでき

た。一定の成果は得られたとも考えられるが，

課題点も多い。今後，子どもたちのために，さ

らに指導法を工夫し，「分かった。」「できるよ

うになった。」という喜びを味わわせることが

できる授業を模索し，実践していきたい。




